
日本大学大学院商学研究科学位論文審査基準（商学専攻：博士前期課程） 

 
Ⅰ 評価基準 

  ディプロマ・ポリシーに基づき，学位論文が商学分野の修士（商学）としての水準に達してい

ると認められる評価の場合，学位論文を合格とする。ただし，評価の際において，どの評価項目

を重視するか等については，審査委員に一任される。 

 
Ⅱ 評価項目 

１ 研究テーマの適切性 

研究テーマは，商学分野における学術的あるいは社会的な意義が認められること。 

２ 研究課題の独自性 

取り組むべき研究課題は，商学分野においてまだ十分に解明されていないこと。 

３ 研究方法の的確性 

研究課題を解明する上での適切な分析枠組みと，研究の方法論が用いられていること。 

４ 既存研究に対する研究課題の位置づけ 

研究テーマに関する先行研究の適切なレビューがなされており，そのレビューを通じて研究課

題が先行研究に対して明確に位置づけられていること。 

５ 研究の独創性 

研究課題は，既存研究に対して必ずしも高度な独創性を有する必要はないが，研究から導かれ

たインプリケーションは，商学研究の領域に対して少なくとも学術的な貢献を有するだけでは

なく，現実社会に実践的な知識として応用できること。 

６ 論文構成の妥当性 

研究課題を解明する上において，論文の構成が明快であること。 

７ 論理展開の整合性 

結論に至る論理展開に一貫的な整合性があること。 

８ 参考文献および資料の適切な取扱い 

使用した資料や文献の取り扱いが適切になされていること。 

９ 研究および実践能力 

学位申請者は，専門分野に対する深い知識を有するだけではなく，博士前期課程で学んだ知識

を実践的な場に応用できる能力を有している。 

10 その他 

論文を作成する上において，倫理的な基準が守られていること。 

 
Ⅲ 審査体制 

学位論文の審査は，主査１名及び副査１名で構成される審査委員により，論文審査の評点（100

点満点）並びに口述試験の評価（４段階）に基づき，合議で行う。副査には，本研究科の専任教

員以外の者を加えることができる。 

 

 



日本大学大学院商学研究科学位論文審査基準（経営学専攻：博士前期課程） 

 
Ⅰ 評価基準 

  ディプロマ・ポリシーに基づき，学位論文が経営学分野の修士（商学）としての水準に達して

いると認められる評価の場合，学位論文を合格とする。ただし，評価の際において，どの評価項

目を重視するか等については，審査委員に一任される。 

 
Ⅱ 評価項目 

１ 研究テーマの適切性 

研究テーマは，経営学分野における学術的あるいは社会的な意義が認められること。 

２ 研究課題の独自性 

取り組むべき研究課題は，経営学分野においてまだ十分に解明されていないこと。 

３ 研究方法の的確性 

研究課題を解明する上での適切な分析枠組みと，研究の方法論が用いられていること。 

４ 既存研究に対する研究課題の位置づけ 

研究テーマに関する先行研究の適切なレビューがなされており，そのレビューを通じて研究課

題が先行研究に対して明確に位置づけられていること。 

５ 研究の独創性 

研究課題は，既存研究に対して必ずしも高度な独創性を有する必要はないが，研究から導かれ

たインプリケーションは，経営学の研究領域に対して少なくとも学術的な貢献を有するだけで

はなく，現実社会に実践的な知識として応用できること。 

６ 論文構成の妥当性 

研究課題を解明する上において，論文の構成が明快であること。 

７ 論理展開の整合性 

結論に至る論理展開に一貫的な整合性があること。 

８ 参考文献および資料の適切な取扱い 

使用した資料や文献の取り扱いが適切になされていること。 

９ 研究および実践能力 

学位申請者は，専門分野に対する深い知識を有するだけではなく，博士前期課程で学んだ知識

を実践的な場に応用できる能力を有している。 

10 その他 

論文を作成する上において，倫理的な基準が守られていること。 

 

Ⅲ 審査体制 

学位論文の審査は，主査１名及び副査１名で構成される審査委員により，論文審査の評点（100

点満点）並びに口述試験の評価（４段階）に基づき，合議で行う。副査には，本研究科の専任教

員以外の者を加えることができる。 

 

 



日本大学大学院商学研究科学位論文審査基準（会計学専攻：博士前期課程） 

 
Ⅰ 評価基準 

  ディプロマ・ポリシーに基づき，学位論文が会計学分野の修士（商学）としての水準に達して

いると認められる評価の場合，学位論文を合格とする。ただし，評価の際において，どの評価項

目を重視するか等については，審査委員に一任される。 

 
Ⅱ評価項目 

１ 研究テーマの適切性 
研究テーマは，財務会計，管理会計，監査などの会計学分野において学術的あるいは社会的な

意義が認められること。 

２ 研究課題の独自性 
取り組むべき研究課題は，会計学分野においてまだ十分に解明されていないこと。 

３ 研究方法の的確性 
会計学分野の研究課題を解明する上での適切な分析枠組みと，研究の方法論が用いられている

こと。 

４ 既存研究に対する研究課題の位置づけ 
研究テーマに関する先行研究の適切なレビューがなされており，そのレビューを通じて研究課

題が会計学分野の研究において明確に位置づけられていること。 

５ 研究の独創性 
研究課題は，会計学分野の既存研究に対して必ずしも高度な独創性を有する必要はないが，研

究から導かれたインプリケーションは，当該研究領域に対して少なくとも学術的な貢献を有す

るだけではなく，職業会計人にとって実践的な知識として応用できること。 

６ 論文構成の妥当性 
研究課題を解明する上において，論文の構成が明快であること。 

７ 論理展開の整合性 
結論に至る論理展開に一貫的な整合性があること。 

８ 参考文献および資料の適切な取扱い 
使用した資料や文献の取り扱いが適切になされていること。 

９ 研究および実践能力 
学位申請者は，会計学分野に対する深い知識を有するだけではなく，博士前期課程で学んだ知

識を職業会計人として実践的な場に応用できる能力を有している。 

10 その他 
論文を作成する上において，倫理的な基準が守られていること。 

 
Ⅲ 審査体制 

学位論文の審査は，主査１名及び副査１名で構成される審査委員により，論文審査の評点（100
点満点）並びに口述試験の評価（４段階）に基づき，合議で行う。副査には，本研究科の専任教

員以外の者を加えることができる。 
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